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本 論 文 の 要 旨 は ,  第 1 8 6 回 朝 日 大 学 歯 学 研 究 科 発 表 会

( 2 0 1 6 年 1 0 月 ５ 日 , 岐 阜 ) に お い て 発 表 し た .  

本 論 文 の 一 部 は ,  第 2 2 回 日 本 摂 食 嚥 下 リ ハ ビ リ テ ー

シ ョ ン 学 会 学 術 大 会 ( 2 0 1 6 年 ９ 月 2 4 日 , 新 潟 ) に お い

て 発 表 し た ．
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緒  言  

 舌 接 触 補 助 床 ( P a l a t a l  A u g m e n t a t i o n  P r o s t h e s i s ，

P A P ) は ,  1 9 6 9 年 C a n t o r ら １ ) に よ る 下 顎 欠 損 患 者 を 対

象 に 構 音 機 能 の 改 善 を 目 的 に 作 製 さ れ た の が 始 ま り で

あ る ． 舌 と 口 蓋 の 接 触 が 得 ら れ な い 患 者 に 対 し て 用 い

る 歯 科 補 綴 学 的 ア プ ロ ー チ で あ る ． P A P は 舌 の 器 質 的

な 欠 損 を 伴 わ な い 脳 性 麻 痺 ２ ) や ， 脳 血 管 障 害 ３ ～ ５ ) ，

筋 萎 縮 性 側 索 硬 化 症 患 者  ６ ,  ７ ) ， 脳 損 傷 8 ) ， 認 知 症 ９ ，

1 0 ) な ど の 神 経 筋 疾 患 患 の 構 音 機 能 の 改 善 や 摂 食 嚥 下

障 害 の 応 用 が 報 告 さ れ て い る ． 多 様 な 病 態 を 呈 す る 患

者 へ の 効 果 が 期 待 で き る 装 置 で あ る ． 平 成 2 2 年 度 よ

り 医 療 保 険 の 対 象 と な り ， 臨 床 で 応 用 さ れ て い る ．   

P A P 装 着 時 に お け る 咽 頭 の 嚥 下 動 態 の 評 価 は ， ビ デ

オ 嚥 下 内 視 鏡 検 査 （ v i d e o e n d o s c o p i c  e x a m i n a t i o n ,  

V E ） や ビ デ オ 嚥 下 造 影 検 査 （ v i d e o f l u o r o s c o p i c  

e x a m i n a t i o n ,  V F ） を 用 い る こ と が 多 く ， 定 量 的 な 評

価 と し て は ， V F 画 像 と 嚥 下 圧 波 形 を 同 期 さ せ る

M a n o f l u o r o g r a p h y を 用 い た 方 法 が あ る 3 ， 6 ， 7 ， 1 1 ～ 1 3 ) .  

嚥 下 機 能 評 価 の 一 つ で あ る 嚥 下 圧 測 定 は ， V F 検 査 や

V E 検 査 等 で 得 る こ と の で き な い 筋 力 の 低 下 ， 筋 ト ー

ヌ ス の 異 常 や 収 縮 の タ イ ミ ン グ 異 常 に よ っ て 生 じ る 嚥

下 動 態 の 異 常 を 圧 力 と 時 間 の 側 面 か ら 定 量 的 に 評 価 で

き ， 嚥 下 障 害 の 病 態 を 知 る 上 で 非 常 に 有 益 な 情 報 を 得

る こ と が で き る 1 4 ) ． し か し ， 従 来 の 圧 ト ラ ン ス デ ュ

ー サ ー は 数 個 ( ２ ～ ４ 個 ) の 圧 セ ン サ ー が 数 c m 間 隔 に
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搭 載 さ れ 受 圧 部 は 一 方 向 で あ り ， 一 部 分 の 評 価 し か で

き な い ． V F 検 査 で 受 圧 部 の 位 置 確 認 が 必 要 な こ と も

あ り ， 被 験 者 の Ｘ 線 被 曝 の 問 題 も あ る た め ， P A P 装 着

時 の 嚥 下 動 態 の 研 究 は ， 数 例 の 症 例 報 告 ３ ， ６ ， 1 1 ） が

あ る の み で 健 常 成 人 と 比 較 が さ れ て い な い ．  

近 年 開 発 さ れ た １ c m ご と に 位 置 す る 全 周 性 の 3 0 個

の セ ン サ ー を 有 す る 高 解 像 度 マ ノ メ ト リ ー ( h i g h  

r e s o l u t i o n  m a n o m e t r y ， H R M ) で は ， 1 回 の 嚥 下 で 軟 口

蓋 部 か ら 食 道 入 口 部 ま で 同 時 に 評 価 で き ， 受 圧 部 の 方

向 を 確 認 す る 必 要 が な く ， 咽 頭 内 圧 を 連 続 的 に 評 価 で

き る 1 5 ) ． 空 間 的 に も 時 間 的 に も ， リ ア ル タ イ ム に 連

続 し た デ ー タ を 得 る こ と が で き る H R M シ ス テ ム に よ

り ， 従 来 で は 評 価 で き な か っ た 上 咽 頭 領 域 の 嚥 下 圧 発

生 と 食 道 入 口 部 開 口 の タ イ ミ ン グ の 関 係 や ， 上 咽 頭 か

ら 食 道 ま で の 連 続 す る 嚥 下 圧 の 伝 搬 な ど の 情 報 を 得 る

こ と が で き る 1 6 ) .  P A P 装 着 時 の 嚥 下 動 態 を 2 0 c h の 全

周 性 セ ン サ ー を 有 す る H R M を 用 い ,  検 討 し た 報 告 は

な い ． H R M に よ る P A P 装 着 時 に お け る 咽 頭 部 機 能 評

価 の 確 立 の た め ， 健 常 成 人 の 基 礎 デ ー タ を 集 め 適 応 や

指 標 ， 効 果 を 明 ら か に し ， ま た P A P の 厚 み は 臨 床 で

経 験 的 判 断 に よ り 調 節 さ れ て い る た め ， 厚 み の 変 化 が

嚥 下 時 の 咽 頭 圧 に 及 ぼ す 影 響 を 解 明 す る こ と を 目 的 に

本 研 究 を 行 っ た ．   
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材 料 と 方 法  

１  被 験 者  

 被 験 者 は 口 腔 お よ び 嚥 下 機 能 に 異 常 の な い 健 常 成 人

男 性 1 0  人 ( 平 均 年 齢 は 3 4 . 7 ± 9 . 5 歳 ) を 対 象 と し た .  

本 研 究 は 朝 日 大 学 歯 学 部 倫 理 審 査 委 員 会 ( 承 認 番 号 第

2 8 0 1 6 号 ) に て 承 認 さ れ ,  対 象 者 の 同 意 を 得 て 実 施 し

た .  

 

２  実 験 用 P A P の 作 製  

 P A P の 厚 み に よ る 嚥 下 動 態 の 変 化 を み る た め ， 厚 み

の 異 な る 実 験 用 P A P を 作 製 し た ． 被 験 者 の 上 下 顎 を

ア ル ジ ネ ー ト 印 象 材 ( ア ロ ー マ フ ァ イ ン  プ ラ ス ， G C ，

東 京 ) に て 印 象 採 得 と 咬 合 採 得 用 ビ ニ ル シ リ コ ー ン 印

象 材 ( エ グ ザ バ イ ト Ⅱ ， G C ， 東 京 ) で 咬 合 採 得 し ， 歯

科 用 硬 石 膏 ( ニ ュ ー フ ジ ロ ッ ク I M P ， G C ， 東 京 ) に よ

り 模 型 を 作 製 し た ． P A P の ク ラ ス プ は 0 . 8  m m ワ イ ヤ

ー ク ラ ス プ ( フ ァ イ ン コ バ ル ト ク ラ ス プ 線 ， 山 八 歯 材

工 業 ， 愛 知 ) を 用 い ， 単 鈎 型 を 上 顎 両 側 犬 歯 と 第 一 大

臼 歯 に 設 計 し た ． 床 の 部 分 は ， 重 合 ア ク リ ル レ ジ ン

( フ ィ ッ ト レ ジ ン ， 松 風 ， 京 都 ) を 用 い た ． 厚 み は 義 歯

床 粘 膜 調 整 材 ( 松 風 テ ィ ッ シ ュ コ ン デ ィ シ ョ ナ ー I I ，

松 風 ， 京 都 ) を 形 成 材 料 と し 用 い た . 厚 み の 基 準 と し て ,

ま ず 切 歯 乳 頭 前 縁 か ら 左 右 第 一 大 臼 歯 口 蓋 歯 頚 部 最 深

点 を 結 ん だ 直 線 に 垂 線 を お ろ し 正 中 線 と し て 定 め た .

そ の 正 中 線 と 左 右 第 一 大 臼 歯 口 蓋 側 歯 頚 部 最 下 点 を 結
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ん だ 直 線 と の 交 点 か ら 口 蓋 面 ま で 垂 直 に 下 し た 線 を 基

準 線 と し ． 模 型 口 蓋 面 か ら 基 準 線 に 沿 っ た 距 離 を 厚 み

と し て 定 め ,  ２ m m の 厚 み の プ レ ー ト の み （ ２ m m ） ,  

プ レ ー ト の 厚 み を 含 め た 厚 径 ５ m m の P A P  ( ５ m m ) ,  

プ レ ー ト の 厚 み を 含 め た 厚 径 1 0  m m の P A P ( 1 0  m m ) と ,

厚 み の 異 な る ３ 種 類 の P A P を 作 製 し た ( 図 １ ) ． P A P

の 後 縁 は 厚 く す る と 舌 と 口 蓋 腱 膜 の 接 触 が で き な く な

る た め 送 り 込 み が 低 下 し ， P A P の 後 縁 に は 食 物 が 停 滞

す る た め 、 後 縁 は 移 行 的 に 調 整 し た ．  

 

 

図 １  実 験 用 P A P  

a ： 0 . 8  m m ワ イ ヤ ー 単 鈎  

b ： 重 合 ア ク リ ル レ ジ ン  

c ： 義 歯 粘 膜 調 整 材  

d :  矢 印 部 分 の 交 点 を 中 心 に 厚 み を 調 整  

 

３  試  料  

 P A P 装 着 時 に お け る ， 食 物 の 物 性 ( 性 状 ) の 違 い に よ

る 影 響 を 測 定 す る た め の 試 料 と し て ， 小 金 澤 ら 1 7 ) の
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方 法 を 参 考 に ， 試 料 は 常 温 水 ３ m l ,  ゼ リ ー  ( エ ン ゲ

リ ー ド , 大 塚 製 薬 , 東 京 )  ３ g ,  米 飯  ( お い し く ミ キ サ

ー 白 粥 , ホ リ カ フ ー ズ , 魚 沼 )  ３ g を 用 い た ． ベ ー ス ラ

イ ン は 空 嚥 下 ( 唾 液 ) と し た ． 今 回 使 用 し た 食 物 の 物 性

は ， ゼ リ ー が 硬 さ 5 3 0 0  N / m
2 の ゲ ル で 嚥 下 訓 練 食 品 ０

j に 分 類 さ れ ， 米 飯 が 硬 さ 3 0 0 0 N / m
2 の ゾ ル で 嚥 下 訓

練 食 ２ ‐ １ に 分 類 さ れ て い る 1 8 ) ． 鼻 咽 腔 フ ァ イ バ ー

ス コ ー プ （ V E ） に よ る 食 塊 の 咽 頭 残 留 の な い 状 態 を

確 認 す る た め ， 食 用 色 素 ( 食 用 色 素 緑 ， 共 立 食 品 ， 東

京 ) を 常 温 水 ３ m l ， 米 飯 ３ g に そ れ ぞ れ 混 和 し た ． 食

用 色 素 は 常 温 水 1 0 0 m l と 米 飯 1 0 0 g に 対 し て 0 . 1 g ず

つ 混 和 し た ．  

 

４  測 定 装 置  

１ ） カ テ ー テ ル セ ン サ ー  

H R M の 測 定 を 行 う た め に ユ ニ チ ッ プ 圧 力 ト ラ ン ス

デ ュ ー サ ー  ( ス タ ー メ デ ィ カ ル , 東 京 ) を 使 用 し た ． ユ

ニ チ ッ プ 圧 力 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー は カ テ ー テ ル に 半 導

体 セ ン サ ー 2 0 個 ( C H １ ～ 2 0 ) が １ c m 間 隔 に 配 置 さ れ ，

こ の セ ン サ ー は 先 端 よ り 全 方 向 か ら - 5 0 1 ～ 3 0 0 m m H g

ま で の 圧 力 を 0 . 0 2 5 秒 の サ ン プ リ ン グ レ ー ト で 計 測 可

能 な 直 径 4 . 6 m m セ ン サ ー で あ る ． ユ ニ チ ッ プ 圧 力 ト

ラ ン ス デ ュ ー サ ー は ポ ケ ッ ト モ ニ タ ー ( G M M S － 4 0 0 0 ，

ス タ ー メ デ ィ カ ル ， 東 京 ) を 介 し て 記 録 用 パ ソ コ ン と

接 続 し ， 収 録 ソ フ ト ( S t a r . e x e v e ８ ， ス タ ー メ デ ィ カ ル ，
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東 京 ) で 各 半 導 体 セ ン サ ー の 測 定 値 を 同 時 に 収 録 し た

（ 図 ２ ） ． 測 定 値 は 圧 ト ポ グ ラ フ ィ ー と し て 表 示 さ れ ，

経 時 的 な 咽 頭 全 体 の 咽 頭 内 圧 の 変 化 を 計 測 し た （ 図

３ ） ．  

 

 

 

 

 

  図 ２  高 解 像 度 マ ノ メ ト リ ー  

a  記 録 用 パ ソ コ ン  

b  ポ ケ ッ ト モ ニ タ ー  

c  ユ ニ チ ッ プ 圧 力 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー  

d  ユ ニ チ ッ プ 圧 力 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー 拡 大 図  

 

 

 

 

 

 

   図 ３  圧 ト ポ グ ラ フ ィ ー  

縦 軸 は 全 周 圧 力 セ ン サ ー の 位 置 を 示 す C H で ， 横 軸 は

時 間 （ m s e c ） を 示 す .  圧 力 （ m m H g ） の 変 化 は カ ラ ー パ

タ ー ン ( 青 ： 低 圧 ， 黒 ： 高 圧 ) で 表 示 さ れ る ．  
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２ ) 鼻 咽 腔 フ ァ イ バ ー ス コ ー プ （ 内 視 鏡 ）  

 フ ァ イ バ ー 直 径 3 . 4 m m ， 長 さ 3 0 c m の 鼻 咽 腔 フ ァ イ

バ ー ス コ ー プ ( F N L - 1 0 R B S ， P e n t a x ， 東 京 ) を 光 源 装 置

( L H － 1 5 0 P C ， H O Y A ， 東 京 ) に 接 続 し 使 用 し た ． 記 録

に は 鼻 咽 腔 フ ァ イ バ ー ス コ ー プ に デ ジ タ ル ハ イ ビ ジ ョ

ン ビ デ オ カ メ ラ ( H C - V 6 0 0 M ， P a n a s o n i c ， 大 阪 ) を 装 着

し た ． デ ジ タ ル ハ イ ビ ジ ョ ン ビ デ オ カ メ ラ か ら 外 部 出

力 を 行 い ， パ ソ コ ン に 収 録 し た ． 収 録 に は 収 録 ソ フ ト

( S t a r . e x e v e ８ ， ス タ ー メ デ ィ カ ル ， 東 京 ) を 使 用 し た ．  

 

５  計 測 方 法  

検 査 は 座 位 で 行 い , 解 剖 学 的 に 異 常 が な い か 確 認 す

る た め ， ま た 食 塊 の 咽 頭 残 留 の な い 状 態 を 一 定 に 保 つ

た め に 外 鼻 孔 よ り 内 視 鏡 を 挿 入 し 咽 頭 部 を 観 察 し た .  

内 視 鏡 を 挿 入 し た 状 態 で 反 対 側 の 外 鼻 孔 か ら カ テ ー テ

ル セ ン サ ー を 挿 入 し た ． カ テ ー テ ル セ ン サ ー が 内 視 鏡

下 で 咽 頭 に 到 達 し た こ と を 確 認 し た の ち ， カ テ ー テ ル

セ ン サ ー を 自 由 嚥 下 す る よ う 指 示 し 挿 入 し た （ 図 ４ ） ．

圧 ト ポ グ ラ フ ィ ー 上 で 上 咽 頭 部 の 圧 力 と ， 食 道 入 口 部

を 示 す 圧 力 帯 を 確 認 で き る 位 置 に 留 置 し た ． カ テ ー テ

ル セ ン サ ー の 存 在 に 慣 れ る ま で カ テ ー テ ル セ ン サ ー 留

置 後 ５ ～ 1 0 分 間 休 憩 し て か ら 測 定 を 行 っ た ．  

ま ず コ ン ト ロ ー ル と し て ， P A P 未 装 着 の 状 態 で ア ッ

ト ラ ン ダ ム に 唾 液 と 各 試 料 を 指 示 嚥 下 さ せ ， 計 測 は 各

試 料 ３ 回 ず つ 行 っ た ． 次 に ３ 種 類 の 厚 さ の P A P を ，
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検 査 日 を 変 え て 同 一 方 法 で 使 用 し 計 測 を 行 っ た ． 各 々

の 検 査 日 の P A P の 厚 み は ア ッ ト ラ ン ダ ム と し た ． ３

回 分 の デ ー タ の 平 均 値 を 各 被 験 者 の 計 測 値 と し た ． 咽

頭 内 圧 計 は 全 周 性 の 圧 力 セ ン サ ー で あ る た め 前 後 左 右

の 留 置 位 置 は 特 に 考 慮 し な か っ た ． 検 査 で は ， 水 は 直

接 咽 頭 に 流 れ 込 む の を 防 ぐ た め に ， シ リ ン ジ で 術 者 が

舌 下 部 に 挿 入 し ， ゼ リ ー と 米 飯 も 被 験 者 が 舌 背 部 に 置

い て か ら 指 示 嚥 下 を 行 い 被 験 者 に 摂 取 さ せ た ． 各 部 位

の 設 定 は M c C u l l o c h  T M ら 1 9 ) や R y u  J S ら 2 0 ， 2 1 ) ， K i m  

C K ら 2 2 ) の 方 法 を 参 考 に ， 圧 ト ポ グ ラ フ ィ ー 上 で 決 定

し た .  上 咽 頭 部 は ， 鼻 腔 と 連 続 し た 静 止 域 ， 非 活 動 時

域 に 最 も 近 い ２ c m 範 囲 で 嚥 下 時 圧 の 変 化 が あ る 部 分

と し た ． 舌 根 部 は 嚥 下 時 に ， 軟 口 蓋 と 食 道 入 口 部 の 中

間 に ほ ぼ 確 認 さ れ る 高 圧 部 分 で ， 上 下 ２ c m に 広 が る

範 囲 と し た ． ま た 舌 根 部 近 位 に 認 め ら れ る 喉 頭 蓋 に よ

る 圧 は 除 外 し た ． 下 咽 頭 部 は ， 舌 根 部 と 食 道 入 口 部 上

部 と の 中 間 を 計 測 部 分 し た ． 食 道 入 口 部 は 食 道 入 口 部

の 圧 力 帯 の 中 間 部 を 計 測 部 分 と し た ( 図 ５ ) ．  

 

 

 

 

 

 

図 ４  咽 頭 部 の セ ン サ ー 挿 入 時 の 状 態 （ V E ）  
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   図 ５  圧 ト ポ グ ラ フ ィ ー で の 測 定 部 位  

 

６  計 測 項 目 ( 図 ６ )  

 計 測 項 目 に は 以 下 の 1 4 項 目 を 用 い た .  

①  上 咽 頭 部 最 大 内 圧 ( m m H g )  

②  舌 根 部 最 大 内 圧 ( m m H g )  

③  下 咽 頭 部 最 大 内 圧 ( m m H g )  

④  軟 口 蓋 と 咽 頭 後 壁 の 接 触 時 間 ( 上 咽 頭 部 圧 持 続 時

間 ( m s e c ) )  

⑤  舌 根 と 咽 頭 後 壁 の 接 触 時 間 ( 舌 根 部 圧 持 続 時 間

( m s e c ) )  

⑥  下 咽 頭 部 圧 持 続 時 間 ( m s e c )  

⑦  上 咽 頭 部 収 縮 開 始 か ら 最 大 内 圧 に な る ま で の 時

間 ( m s e c )  

⑧  舌 根 部 収 縮 開 始 か ら 最 大 内 圧 に な る ま で の 時 間

( m s e c )  
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⑨  下 咽 頭 部 収 縮 開 始 か ら 最 大 内 圧 に な る ま で の 時

間 ( m s e c )  

⑩  食 道 入 口 部 弛 緩 時 間 ( m s e c )  

⑪  食 道 入 口 部 食 塊 通 過 前 の 最 大 内 圧 ( m m H g )  

⑫  食 道 入 口 部 弛 緩 終 了 後 の 最 大 内 圧 ( m m H g )  

⑬  上 咽 頭 部 最 大 内 圧 か ら ， 食 道 入 口 部 弛 緩 終 了 後

の 最 大 内 圧 ま で の 時 間 ( 嚥 下 時 間 ( m s e c ) )  

⑭ 上 咽 頭 部 最 大 内 圧 か ら 下 咽 頭 部 最 大 内 圧 ま で の 伝  

 搬 速 度 ( 咽 頭 部 嚥 下 圧 伝 搬 速 度 ( c m / s ) )  

 

         図 ６  計 測 項 目  

① 上 咽 頭 部 最 大 内 圧 ( m m H g )  ② 舌 根 部 最 大 内 圧 ( m m H g )  ③

下 咽 頭 部 最 大 内 圧 ( m m H g )  ⑩ 食 道 入 口 部 弛 緩 時 間 （ m s e c ）  

⑪ 食 道 入 口 部 食 塊 通 過 前 の 最 大 内 圧 ( m m H g )  ⑫ 食 道 入 口 部

弛 緩 終 了 後 の 最 大 内 圧 ( m m H g )  ⑬ 嚥 下 時 間 ( m s e c )  ⑭ 咽 頭 部

嚥 下 圧 伝 搬 速 度 ( c m / s )  
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７  デ ー タ 処 理 お よ び 解 析   

各 試 料 嚥 下 時 の P A P 未 装 着 ， ２ m m ， ５ m m ， 1 0  m m

の ４ 条 件 の 計 測 項 目 に お け る デ ー タ は パ ソ コ ン 内 に 保

存 し た ． 計 測 は 各 ３ 回 ず つ 行 い ， そ の 解 析 に は 平 均 値

を 用 い た ． P A P 未 装 着 時 と ２ m m ， ５ m m ， 1 0 m m 装 着

時 の 測 定 値 と 1 0 m m 装 着 し た 時 の 各 試 料 嚥 下 時 に お け

る 測 定 値 を 統 計 学 的 に 比 較 す る た め に ， F r i e d m a n  検

定 を 用 い た ． 多 重 比 較 に は ， D u n n e t t 法 の 補 正 に よ る

W i l c o x o n  s i g n e d - r a n k  t e s t  を 用 い た ． 統 計 学 的 有 意 差

は 危 険 率 0 . 0 5  と し た ． 各 デ ー タ の 表 示 は 箱 ひ げ 図 に

上 か ら 順 に 最 大 値 ， 第 ３ 四 分 位 点 ， 中 央 値 ， 第 ２ 四 分

位 点 ， 最 小 値 を 示 し た ．  
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結  果  

１ ． P A P の 厚 み の 違 い に よ る 嚥 下 動 態 の 評 価  

１ ) 上 咽 頭 部 最 大 内 圧  ( m m H g )  

 上 咽 頭 部 最 大 内 圧 は ， 全 体 的 に ２ m m 装 着 時 が 最 も

低 い 傾 向 で あ っ た ． 水 ３ m l 嚥 下 時 の P A P 未 装 着 と ２

m m の 比 較 に お い て ， 有 意 差 を 認 め た ( p ＝

0 . 0 0 5 8 5 ) ( 図 ７ ) ．  

 

図 ７  上 咽 頭 部 最 大 内 圧 ( m m H g )  

 

２ ) 舌 根 部 最 大 内 圧 ( m m H g )  

 舌 根 部 最 大 内 圧 は ， 唾 液 お よ び 水 ３ m l で は ５ m m の

最 大 内 圧 が 最 も 高 く ， 1 0 m m で は 最 大 内 圧 が 低 か っ た ．

ゼ リ ー ３ g お よ び 米 飯 ３ g で は P A P 未 装 着 よ り ２ m m ，
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５ m m ， 1 0 m m の 最 大 内 圧 が 高 く ， ゼ リ ー ３ g 嚥 下 時 の

P A P 未 装 着 と 1 0 m m の 比 較 に お い て ， 有 意 差 を 認 め た

( p = 0 . 0 1 7 5 8  ) ． 米 飯 ３ g 嚥 下 時 の P A P 未 装 着 と 1 0 m m

の 比 較 に お い て 有 意 差 を 認 め た ( p = 0 . 0 4 1 1 ) ( 図 ８ ) ． ま

た 圧 ト ポ グ ラ フ ィ ー 上 で も 1 0 m m は P A P 未 装 着 よ り

高 い 最 大 内 圧 を 認 め た  ( 図 ９ ) ．  

 

図 ８  舌 根 部 最 大 内 圧 ( m m H g )  

 

図 ９  舌 根 部 最 大 内 圧 に お け る 米 飯 ３ g 嚥 下 時 の 圧 ト

ポ グ ラ フ ィ ー の 比 較 ( 白 矢 印 は 舌 根 部 最 大 内 圧 を 示 す )  
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３ ) 下 咽 頭 部 最 大 内 圧 ( m m H g )  

 下 咽 頭 部 最 大 内 圧 は ， 唾 液 以 外 の 試 料 で P A P 未 装

着 よ り も ， ２ m m ， ５ m m ， 1 0 m m は 低 い 傾 向 で あ っ た ．

ゼ リ ー ３ g 嚥 下 時 の P A P 未 装 着 と 1 0 m m の 比 較 に お い

て 有 意 差 を 認 め た ( p = 0 . 0 0 5 8 5 ) ． 米 飯 ３ g 嚥 下 時 の

P A P 未 装 着 と ２ m m の 比 較 に お い て 有 意 差 を 認 め た

( p = 0 . 0 2 9 3 1 ) ． P A P 未 装 着 と 1 0 m m の 比 較 に お い て 有

意 差 を 認 め た ( p = 0 . 0 1 7 5 8 ) ( 図 1 0 ) ． 圧 ト ポ グ ラ フ ィ ー

上 で も 1 0 m m は P A P 未 装 着 よ り 低 い 最 大 内 圧 を 認 め

た ( 図 1 1 ) ．  

 

図 1 0  下 咽 頭 部 最 大 内 圧 ( m m H g )  
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図 1 1  下 咽 頭 部 に お け る 米 飯 ３ g 嚥 下 時 の 圧 ト ポ グ ラ

フ ィ ー ( 白 矢 印 は 下 咽 頭 部 最 大 内 圧 を 示 す )  

 

４ ) 上 咽 頭 部 圧 持 続 時 間 ( m s e c )  

 上 咽 頭 部 圧 持 続 時 間 は 全 体 的 に P A P 未 装 着 に 比 べ ，

５ m m ， 1 0  m m は 延 長 傾 向 で あ っ た が ， 有 意 差 を 認 め

な か っ た ( 図 1 2 ) ．  

 

図 1 2  上 咽 頭 部 圧 持 続 時 間 ( m s e c )  
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５ ) 舌 根 部 圧 持 続 時 間 ( m s e c )  

 舌 根 部 圧 持 続 時 間 は ， 唾 液 ， 水 ３ m l お よ び ゼ リ ー

３ g 嚥 下 時 の P A P 未 装 着 に 比 べ ， ２ m m と 1 0  m m は 短

縮 傾 向 で あ っ た が ,  有 意 差 を 認 め な か っ た ( 図 1 3 ) ．  

 

図 1 3  舌 根 部 圧 持 続 時 間 ( m s e c )  

 

６ ) 下 咽 頭 部 圧 持 続 時 間 ( m s e c )  

 下 咽 頭 部 圧 持 続 時 間 の ,  唾 液 嚥 下 時 の P A P 未 装 着

の 中 央 値 は 3 5 0 m s e c で あ り ,  1 0 m m の 中 央 値 は  

3 5 0 m s e c で あ っ た .  そ の 他 の 試 料 の デ ー タ を 含 め て 全

体 的 に 一 定 の 傾 向 は 認 め ら れ ず , 有 意 差 を 認 め な か っ

た ．  
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７ ) 上 咽 頭 部 収 縮 開 始 か ら 最 大 内 圧 に な る ま で の 時 間

( m s e c )  

 上 咽 頭 部 部 収 縮 開 始 か ら 最 大 内 圧 に な る ま で の 時 間

の ， 唾 液 嚥 下 時 の P A P 未 装 着 の 中 央 値 は 1 5 8 . 3 m s e c

で あ り ， 1 0 m m の 中 央 値 は 1 7 5 m s e c で あ っ た ． そ の 他

の 試 料 の デ ー タ を 含 め て 全 体 的 に 一 定 の 傾 向 が 認 め ら

れ ず 有 意 差 を 認 め な か っ た ．  

 

８ ) 舌 根 部 収 縮 開 始 か ら 最 大 内 圧 に な る ま で の 時 間

( m s e c )  

 舌 根 部 収 縮 開 始 か ら 最 大 内 圧 に な る ま で の 時 間 の ，

唾 液 嚥 下 時 の P A P 未 装 着 の 中 央 値 は 2 6 2 . 5 m s e c で あ

り ， 1 0 m m の 中 央 値 は 2 6 2 . 5 m s e c で あ っ た ． そ の 他 の

試 料 の デ ー タ を 含 め て 全 体 的 に 一 定 の 傾 向 が 認 め ら れ

ず 有 意 差 を 認 め な か っ た ．   

 

９ ) 下 咽 頭 部 収 縮 開 始 か ら 最 大 圧 に な る ま で の 時 間

( m s e c )  

 下 咽 頭 部 収 縮 開 始 か ら 最 大 内 圧 に な る ま で の 時 間

( m s e c ) の ， 唾 液 嚥 下 時 の P A P 未 装 着 の 中 央 値 は

1 8 7 . 5 m s e c で あ り ， 1 0 m m の 中 央 値 は 1 9 5 . 8 m s e c で あ

っ た ． そ の 他 の 試 料 の デ ー タ を 含 め て 全 体 的 に 一 定 の

傾 向 が 認 め ら れ ず 有 意 差 を 認 め な か っ た ．  
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1 0 ) 食 道 入 口 部 弛 緩 時 間 ( m s e c )  

 食 道 入 口 部 弛 緩 時 間 ( m s e c ) の ， 唾 液 嚥 下 時 の P A P

未 装 着 の 中 央 値 は 5 7 0 . 9 m s e c で あ り ， 1 0 m m の 中 央 値

は 5 6 2 . 5 m s e c で あ っ た ． そ の 他 の 試 料 の デ ー タ を 含

め て 全 体 的 に 一 定 の 傾 向 が 認 め ら れ ず 有 意 差 を 認 め な

か っ た ．   

 

1 1 ) 食 道 入 口 部 食 塊 通 過 前 の 最 大 内 圧 ( m m H g )  

 食 道 入 口 部 食 塊 通 過 前 の 最 大 内 圧 は ( m m H g ) ， P A P

未 装 着 よ り ５ m m ， 1 0  m m が 高 い 傾 向 で あ っ た が ,  有

意 差 を 認 め な か っ た ( 図 1 4 ) ． 圧 ト ポ グ ラ フ ィ ー 上 で

も 1 0 m m は P A P 未 装 着 よ り 高 い 内 圧 を 認 め た ( 図 1 5 ) ．  

 

図 1 4  食 道 入 口 部 食 塊 通 過 前 の 最 大 内 圧 ( m m H g )  
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図 1 5  米 飯 ３ g 嚥 下 時 に お け る 食 道 入 口 部 食 塊 通 過 前

の 最 大 内 圧 ( m m H g ) の 圧 ト ポ グ ラ フ ィ ー の 比 較 （ 白 矢

印 は 最 大 内 圧 を 示 す ）  

 

1 2 ) 食 道 入 口 部 弛 緩 終 了 後 の 最 大 内 圧 ( m m H g )  

 食 道 入 口 部 弛 緩 終 了 後 の 最 大 内 圧 ( m m H g ) は ， P A P

未 装 着 に 比 べ 1 0  m m が 低 い 傾 向 で あ り ， ゼ リ ー ３ g お

よ び 米 飯 ３ g で ５ m m ， 1 0  m m の 最 大 内 圧 が P A P 未 装

着 に 比 べ 低 い 傾 向 で あ っ た （ 図 1 6 ） ．  

 

図 1 6  食 道 入 口 部 弛 緩 終 了 後 の 最 大 内 圧 ( m m H g )  
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1 3 ) 嚥 下 時 間 ( m s e c )  

 嚥 下 時 間 ( m s e c ) の ， 唾 液 嚥 下 時 の P A P 未 装 着 の 中

央 値 は 1 1 0 4 . 2 m s e c で あ り ， 1 0 m m の 中 央 値 は

9 1 2 . 5 m s e c で あ っ た ． 他 の 試 料 の デ ー タ を 含 め て 全 体

的 に 一 定 の 傾 向 が 認 め ら れ ず 有 意 差 を 認 め な か っ た ．   

 

1 4 ) 咽 頭 部 嚥 下 圧 伝 搬 速 度 ( c m / s )   

 咽 頭 嚥 下 圧 伝 搬 速 度 ( c m / s ) の ， 唾 液 嚥 下 時 の P A P

未 装 着 の 中 央 値 は 1 0 . 9 c m / s で あ り ， 1 0 m m の 中 央 値

は 1 1 . 5 c m / s で あ っ た ． 他 の 試 料 の デ ー タ を 含 め て 全

体 的 に 一 定 の 傾 向 が 認 め ら れ ず 有 意 差 を 認 め な か っ た ．  

 

２ ． 1 0 m m 装 着 と 各 試 料 摂 取 時 の 嚥 下 動 態 の 評 価  

1 0 m m 装 着 時 の 舌 根 部 最 大 内 圧 ( m m H g ) の 中 央 値 は ，

唾 液 嚥 下 時 は 2 0 9 . 7 m m H g ， 水 ３ m l は 2 1 4 . 4 m m H g ， ゼ

リ ー ３ g は 2 6 9 . 3 m m H g ， 米 飯 ３ g は 2 6 3 . 7 m m H g で ，

ゼ リ ー ３ g と 米 飯 ３ g 摂 取 時 高 い 傾 向 で あ っ た ( 図 1 7 ) ．

各 部 位 の 最 大 内 圧 ( m m H g ) ． 圧 持 続 時 間 ( m s e c ) ， 収 縮

開 始 か ら 最 大 内 圧 に な る ま で の 時 間 ( m s e c ) や ， 食 道

入 口 部 弛 緩 時 間 ( m s e c ) ， 食 道 入 口 部 食 塊 通 過 前 の 最

大 内 圧 ( m m H g ) ， 食 道 入 口 部 弛 緩 終 了 後 の 最 大 内 圧

( m m H g ) ， 嚥 下 時 間 ( m s e c ) ， 咽 頭 部 嚥 下 圧 伝 搬 速 度

( c m / s ) で 有 意 差 は 認 め な か っ た ．  
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図 1 7  1 0 m m 装 着 時 に お け る 各 試 料 摂 取 時 の 舌 根 部 最  

大 内 圧 ( m m H g )  
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考  察  

本 研 究 は , 口 腔 お よ び 嚥 下 機 能 に 異 常 の な い 健 常 成

人 に 対 し ， 舌 接 触 補 助 床 を 装 着 す る こ と に よ る ， 嚥 下

動 態 の 変 化 を H R M を 用 い て 定 量 的 に 検 討 し た .  

咽 頭 部 の 圧 ト ポ グ ラ フ ィ ー の 上 部 に 認 め ら れ る 高 圧

の 圧 力 部 位 を v e l o p h a r y n x 1 9 ～ 2 2 ) と し て い る ． 舘 村 2 3 )

は v e l o p h a r y n g e a l  f u n c t i o n を ， v e l u m ( 口 蓋 帆 ， 軟 口

蓋 ) で p h a r y n x ( 咽 頭 ) を 閉 じ る 機 能 と 説 明 し て い る ．  

軟 口 蓋 が 安 静 位 に あ る と き の 上 咽 頭 と 中 咽 頭 が

c o u p l i n g し た 状 態 を 示 す 場 合 が 多 く ， そ の よ う な 腔 を

正 確 に 表 現 す る 場 合 に v e l o p h a r y n g e a l  p o r t と し ,  そ

れ ら を 口 蓋 帆 ・ 咽 頭 閉 鎖 機 能 と し た ． 今 回 の 上 咽 頭 部

に 認 め ら れ る 圧 力 は ， 口 蓋 帆 ・ 咽 頭 閉 鎖 機 能 に よ る も

の で ， 圧 力 の 部 位 を 簡 易 的 に 分 類 す る た め 、 上 咽 頭 部

と 略 し た ．  

本 研 究 に よ る 上 咽 頭 部 最 大 内 圧 で は ， 健 常 成 人 で は

２ m m 装 着 時 に 最 大 内 圧 の 低 下 を 認 め た が ， ５ m m ，

1 0 m m で は P A P 未 装 着 時 と 比 べ て 最 大 内 圧 の 変 化 を 認

め な か っ た ． 嚥 下 時 の 口 腔 期 か ら 咽 頭 期 へ の 移 行 段 階

で ， 軟 口 蓋 の 挙 上 運 動 に よ る 口 峡 の 開 大 量 は , 口 腔 内

に 食 物 が 存 在 す る 段 階 で 得 ら れ た 感 覚 情 報 ( 物 性 ， 量 ，

味 ， 匂 い な ど ) に 基 づ い て ， 口 蓋 帆 挙 筋 活 動 が 調 整 さ

れ 決 定 さ れ て い る と し て い る 2 4 ) ． 今 回 の 結 果 で は ，

上 咽 頭 部 最 大 内 圧 や 圧 持 続 時 間 な ど は  P A P を 装 着 し

て も ， そ の 変 化 を 認 め な か っ た ． そ の た め に P A P の
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厚 み が 増 え て も ， 感 覚 情 報 へ の 影 響 は 少 な く 口 蓋 帆 挙

筋 の 活 動 は 常 に 一 定 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た ．   

今 回 の 結 果 で 健 常 成 人 の ゼ リ ー ３ g お よ び 米 飯 ３ g

嚥 下 時 で は 1 0  m m 装 着 時 の 舌 根 部 最 大 内 圧 は 高 か っ

た ． K a h r i l a s ら 2 5 ) は M a n o f l u o r o g r a p h y を 用 い ， 努 力

嚥 下 を す る こ と よ り ， 食 塊 に 対 す る 圧 の 上 昇 と そ の 結

果 と し て 食 塊 の 咽 頭 残 留 は 減 少 す る と 報 告 し て い る ．

ま た 嚥 下 時 の 舌 運 動 を 解 析 し ， 舌 前 方 部 が 硬 口 蓋 と 接

触 し 舌 運 動 の 基 点 ( ア ン カ ー ) を 形 成 さ れ て い る こ と が

食 塊 の 保 持 や そ の 移 送 に 重 要 で あ る と し て い る 2 5 ) ．

大 前 2 6 ) は ， ア ン カ ー 機 能 を 補 強 し た 場 合 に は 嚥 下 時

の 舌 根 部 後 方 運 動 も 補 強 さ れ ， 逆 に ア ン カ ー 機 能 を 抑

制 し た 場 合 に 舌 根 後 方 運 動 も 不 十 分 で あ っ た と 報 告 し

て い る ． 萬 屋 ら 2 7 ) は 義 歯 口 蓋 部 の 厚 み の 変 化 が ， 嚥

下 時 の 舌 運 動 に 及 ぼ す 影 響 を 報 告 し て お り ， 口 蓋 床 後

方 部 に お け る 嚥 下 時 最 大 舌 圧 の 結 果 か ら ， 口 蓋 床 の 厚

み の 増 加 に よ り 口 腔 内 容 積 が 狭 く な り ， 口 蓋 部 に 接 触

す る 力 が 増 強 し た と し て い る ． 今 回 H R M を 用 い た 本

研 究 で も ,  P A P 装 着 に よ り 口 腔 内 容 積 が 狭 く な り ， 口

蓋 部 や 舌 根 部 に 接 触 す る 力 が 増 強 し ， 努 力 嚥 下 に 近 い

嚥 下 と な っ た こ と が 示 唆 さ れ た ． そ れ に よ り ，  舌 の

ア ン カ ー 機 能 を よ り 強 め て 舌 根 部 の 後 方 運 動 が 補 強 さ

れ た た め に ， 舌 根 部 最 大 内 圧 が 上 昇 し た と 考 え る ． 今

回 ， 1 0  m m の P A P が 健 常 成 人 の 舌 根 部 運 動 に 影 響 を

与 え る こ と が 判 明 し た ．   
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P A P の 効 果 は ,  舌 の 口 蓋 へ の ア ン カ ー 機 能 が 強 化 さ

れ る こ と に よ り ， 舌 根 - 咽 頭 後 壁 接 触 時 間 の 延 長 が 考

え ら れ る 3 ， 1 1 ， 2 7 ) ． 今 回 の 研 究 で は ， 舌 根 部 の 圧 持 続

時 間 は P A P 未 装 着 と 装 着 に 有 意 差 を 認 め な か っ た ．

舌 根 部 は 口 蓋 帆 張 筋 や 口 蓋 舌 筋 の 筋 紡 錘 に よ り 反 射 的

な 動 き が 出 や す く ， P A P 装 着 時 に 舌 が 食 塊 を 咽 頭 へ 送

り 込 む 圧 力 は 変 化 す る が ， 健 常 成 人 は 筋 力 低 下 や 緊 張

が な い た め ， 反 射 運 動 は 常 に 一 定 の ペ ー ス で あ り ， そ

の 結 果 舌 根 部 圧 持 続 時 間 や 舌 根 部 収 縮 開 始 か ら 最 大 内

圧 に な る ま で の 時 間 は P A P に よ る 影 響 を 受 け な い こ

と が 示 唆 さ れ た ．  

 若 杉 ら 6 ) や 中 島 ら 1 1 ) は 下 咽 頭 部 最 大 嚥 下 圧 が P A P

装 着 に よ り 有 意 に 低 下 し た と 報 告 し て い る ． 本 研 究 で

も P A P 未 装 着 時 と 1 0  m m の 比 較 で は ， 下 咽 頭 部 最 大

内 圧 の 低 下 を 認 め た ． 舌 根 部 最 大 内 圧 は ， P A P 未 装 着

よ り 1 0  m m 装 着 時 の ゼ リ ー ３ g と 米 飯 ３ g で 高 く ， 下

咽 頭 部 最 大 内 圧 は P A P 未 装 着 よ り 1 0  m m 装 着 時 の ゼ

リ ー ３ g と 米 飯 ３ g で 低 く ， 舌 根 部 最 大 内 圧 は 下 咽 頭

部 最 大 内 圧 と 相 関 関 係 が あ る こ と が 判 明 し た ． 嚥 下 時

の 舌 運 動 は ， 舌 前 半 部 と 硬 口 蓋 の 接 触 点 を ア ン カ ー と

し ， 舌 が 前 方 か ら 後 方 へ 連 続 す る 波 の よ う な 蠕 動 様 運

動 で 食 塊 を 移 送 す る ． 舌 根 部 は 食 塊 の 流 入 に よ っ て 後

方 に 移 動 し 咽 頭 後 壁 と 接 触 す る こ と で 嚥 下 圧 を 生 み 出

し て い る ． こ の こ と よ り P A P 装 着 で ア ン カ ー 機 能 が

強 化 さ れ 舌 根 部 最 大 内 圧 が 上 昇 す る 一 方 で ,  下 咽 頭 部
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の 咽 頭 収 縮 が 代 償 的 に 低 下 し た こ と が 推 測 さ れ た ． 植

田 ら 2 8 ) の 研 究 で は 4 . 5  m m 厚 径 の 口 蓋 床 装 着 に よ り ,  

舌 骨 上 筋 群 や 側 頭 筋 の 積 分 ピ ー ク 値 が 有 意 に 低 下 す る

こ と が 報 告 さ れ て い る .  こ の こ と は ,  口 蓋 床 装 着 に よ

る 嚥 下 関 連 筋 の 筋 力 を 未 装 着 時 ほ ど 必 要 と し な い .  つ

ま り ， P A P 装 着 に よ り 筋 活 動 が 代 償 的 に 減 少 し ,  下 咽

頭 部 圧 も 減 少 し た こ と も 示 唆 さ れ た .   

H R M を 用 い て 計 測 し た 嚥 下 時 間 ,  咽 頭 部 嚥 下 伝 搬

速 度 や 食 道 入 口 部 弛 緩 時 間 は P A P 装 着 に よ る 変 化 を

認 め な か っ た ． 健 常 成 人 で は 筋 機 能 に 異 常 が な い た め ，

嚥 下 時 の 反 射 運 動 は 常 に 一 定 に お こ り ， P A P の 影 響 を

受 け に く い と 考 え ら れ る ． ま た 食 道 入 口 部 食 塊 通 過 前

の 最 大 内 圧 は 喉 頭 挙 上 時 の 輪 状 咽 頭 筋 部 ( 食 道 入 口 部 )

の 上 方 シ フ ト を 表 す 圧 波 形 で あ り 1 6 ) ,  P A P 装 着 時 に

高 く な る 傾 向 を 認 め た ． P A P 装 着 に よ り 舌 の ア ン カ ー

機 能 が 強 化 さ れ る と 同 時 に ， 嚥 下 反 射 前 の 喉 頭 挙 上 に

も 間 接 的 に 影 響 を 与 え て い る こ と が 示 唆 さ れ た ． さ ら

に 食 道 入 口 部 で は 食 塊 が 通 過 し た 直 後 に 輪 状 咽 頭 筋 が

強 く 収 縮 し ， 食 塊 を 食 道 へ の 絞 り 出 し と 咽 頭 へ の 食 塊

逆 流 を 防 止 す る た め に 収 縮 す る 2 9 ) ． P A P 装 着 時 は ,  

未 装 着 よ り 食 道 入 口 部 弛 緩 終 了 後 の 最 大 内 圧 は 低 い 傾

向 で あ っ た ． P A P を 装 着 す る と ， 舌 の ア ン カ ー 機 能 の

補 強 に よ り 舌 根 部 の 後 方 運 動 が 強 化 さ れ ， 下 咽 頭 部 で

は 最 大 内 圧 が 低 下 し ， そ の ま ま 食 道 入 口 部 も 代 償 的 に

食 塊 を 押 し 出 す 力 が 低 下 し た 可 能 性 が 示 唆 さ れ た .   
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試 料 の 性 状 が P A P 装 着 時 の 嚥 下 動 態 に ど の よ う な

影 響 を 与 え る か を ， 1 0 m m の P A P 装 着 時 に お け る 各 試

料 の 最 大 内 圧 ( m m H g ) で 比 較 を 行 っ た が , 上 咽 頭 ， 舌 根

部 ， 下 咽 頭 部 と も に 一 定 の 傾 向 は 認 め ら れ な か っ た ．

今 回 使 用 し た ゼ リ ー ３ g は 嚥 下 訓 練 食 ０ ‐ j で ， 重 度

嚥 下 障 害 の 症 例 に 対 す る 訓 練 用 に 適 し ， 少 量 す く っ て

そ の ま ま 丸 呑 み が 可 能 で 、 若 干 の 送 り 込 み 能 力 が 必 要

で あ る ． 米 飯 ３ g は 嚥 下 調 整 食 ２ － １ で , 口 腔 内 の 簡

単 な 操 作 で 食 塊 状 と な る も の で ， 下 顎 と 舌 の 運 動 に よ

る 食 塊 形 成 能 力 お よ び 食 塊 保 持 能 力 が 必 要 で あ る ． 試

料 の 違 い に よ り 舌 や 筋 肉 な ど の 送 り 込 み の 力 が 変 化 す

る こ と が 示 唆 さ れ る 1 8 ) ． 今 回 の 結 果 で は P A P 装 着 時 ，

試 料 の 物 性 の 変 化 が 咽 頭 に 影 響 を 与 え る こ と は な い と

考 え ら れ た ． し か し ， 未 装 着 と １ ０ m m の 比 較 で は ゼ

リ ー ３ g ， 米 飯 ３ g で 舌 根 部 最 大 内 圧 ( m m H g ) に 有 意 差

を 認 め た ． 液 体 摂 取 で は 反 射 的 な 動 き が み ら れ る 一 方

で ， ゼ リ ー ３ g や 米 飯 ３ g は 押 し つ ぶ し 動 作 が 加 わ る

た め ， 1 0 m m の P A P 装 着 に よ り ア ン カ ー 機 能 が よ り 強

め ら れ た . 加 え て さ ら に 押 し つ ぶ し の 動 作 に よ り ， 舌

に お け る 食 塊 を 咽 頭 へ 押 し 出 す 力 が さ ら に 高 め ら れ る

こ と で ， 未 装 着 時 と 比 較 し て ， 1 0 ｍ ｍ の P A P 装 着 時

の ゼ リ ー ３ g や 米 飯 ３ g 摂 取 で 舌 根 部 最 大 内 圧

( m m H g ) が よ り 結 果 と し 表 立 っ た こ と も 示 唆 さ れ た ．

ゼ リ ー ３ g や 米 飯 ３ g な ど の 固 形 物 は P A P 装 着 に よ る

嚥 下 動 態 に 影 響 を 与 え や す い こ と が 判 明 し た ．  
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一 般 社 団 法 人 日 本 老 年 歯 科 医 学 会 と 一 般 社 団 法 人 日

本 補 綴 歯 科 学 会 は 「 舌 接 触 補 助 床 （ P A P ） の ガ イ ド ラ

イ ン 」 3 0 ) を 作 成 し て い る .  そ の な か で P A P は 主 に 食

塊 の コ ン ト ロ ー ル の 改 善 に 直 接 的 に 寄 与 し ， 口 腔 期 の

摂 食 嚥 下 障 害 の 改 善 が 期 待 で き る と さ れ て い る .  ま た ，

舌 運 動 の 改 善 が 行 わ れ る こ と に よ り 副 次 的 に ， 舌 圧 や

舌 根 部 の 咽 頭 圧 が 上 昇 し ， 食 塊 の 咽 頭 通 過 の 短 縮 と い

っ た 咽 頭 期 嚥 下 障 害 に 対 す る 効 果 が 認 め ら れ る こ と も

あ る と し て い る ． 義 歯 型 補 助 具 に 関 す る 臨 床 的 推 計 に

よ れ ば ， P A P だ け で な く 軟 口 蓋 挙 上 装 置 を 含 む 義 歯 型

補 助 具 が 適 応 さ れ る 患 者 の ７ 割 以 上 は 実 際 に 製 作 さ れ

て い な い の が 現 状 で あ る 3 1 ) ． 今 後 は 病 院 歯 科 や 歯 科

診 療 所 に よ る 施 設 や 在 宅 へ の 訪 問 歯 科 診 療 な ど に 際 し ，

P A P へ の 必 要 性 は 増 加 す る と 考 え る ．  

今 回 H R M を 用 い た 研 究 で は ， 健 常 成 人 で は あ る が

P A P 装 着 に よ り 舌 根 部 の 嚥 下 力 を 高 め る こ と が 判 明 し ,  

コ ン ト ロ ー ル デ ー タ を 収 集 し て 咽 頭 期 に お け る 嚥 下 動

態 へ の 影 響 を 明 ら か に す る こ と が で き た .  P A P 装 着 時

の 嚥 下 機 能 の 評 価 を 行 う に あ た り ,  H R M の 有 用 性 は 高

い と 考 え る .  今 後 の 臨 床 研 究 へ の 課 題 と し て ， H R M  

を 用 い て P A P の 適 応 や 作 製 基 準 ， 評 価 方 法 な ど を よ

り 客 観 的 に 明 ら か に し て い く こ と が P A P の 普 及 に 重

要 で あ る .  今 回 の 収 集 し た コ ン ト ロ ー ル デ ー タ を も と

に ,  嚥 下 障 害 患 者 と の 比 較 や 同 一 症 例 に お け る P A P

装 着 に 際 し て の 嚥 下 動 態 の 評 価 や ， 経 時 的 な 変 化 を 追
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求 し て い く こ と に よ り さ ら に P A P 装 着 の 機 序 と 有 効

性 が 解 明 で き る と 考 え る ． 今 後 も ， H R M を 用 い て

P A P 装 着 に お け る 嚥 下 動 態 を 明 ら か に し て い き た い ．  
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結  論  

舌 接 触 補 助 床 装 着 時 に お け る 咽 頭 部 機 能 評 価 の 確 立

の た め ， 高 解 像 度 マ ノ メ ト リ ー を 用 い て 健 常 成 人 の 咽

頭 内 圧 を 連 続 的 に 計 測 し た ． ま た 舌 接 触 補 助 床 の 厚 み

が 咽 頭 圧 に 及 ぼ す 影 響 を 評 価 し ， 以 下 の こ と が 明 ら か

に な っ た ．  

１ ． 健 常 成 人 で は ， 舌 接 触 補 助 床 の 装 着 に よ り 舌 根 部

最 大 内 圧 が 上 昇 し た の は ， 舌 の ア ン カ ー 機 能 が 増 強 さ

れ 舌 根 部 の 後 方 運 動 が 補 強 さ れ た も の と 推 測 さ れ た ．

ま た 下 咽 頭 部 お よ び 食 道 入 口 部 の 嚥 下 圧 は 代 償 的 に 低

下 す る こ と も 判 明 し た ．  

２ ． 舌 接 触 補 助 床 の 装 着 は ， 健 常 成 人 で は 圧 持 続 時 間

や 食 道 入 口 部 弛 緩 時 間 な ど の 咽 頭 期 の 反 射 的 な 運 動 に

影 響 を 及 ぼ さ な い こ と が 判 明 し た ．  

３ ． 高 解 像 度 マ ノ メ ト リ ー を 用 い ， 健 常 成 人 で は 舌 接

触 補 助 床 装 着 に よ り 舌 根 部 の 嚥 下 力 を 高 め る こ と が 判

明 し ,  コ ン ト ロ ー ル デ ー タ を 収 集 し て 咽 頭 期 に お け る

嚥 下 動 態 へ の 影 響 を 明 ら か に す る こ と が で き た .  舌 接

触 補 助 床 装 着 時 の 嚥 下 機 能 の 評 価 を 行 う に あ た り ,  高

解 像 度 マ ノ メ ト リ ー の 有 用 性 は 高 い と 考 え る .  



30 

 

引 用 文 献  

１ ) R o b e r t  C a n t o r ， T h o m a s  A ． C u r t i s ， T h o m a s  S h i p p ，

J o h n  B e u m e r ， a n d  B a r b a r a  S ． V o g e l ． M a x i l l a r y  

s p e e c h  p r o s t h e s e s  f o r  m a n d i b u l a r  s u r g i c a l  d e f e c t s ． J  

P r o s t h e t  D e n t ． 1 9 6 9 ； 2 2 ： 2 5 3 - 2 6 0 ．  

２ )  G i s e l  E G ， S c h w a r t z  S ， a n d  H a b e r f e l l n e r  H ． T h e  

I n n s b r u c k  S e n s o r i m o t o r  A c t i v a t o r  a n d  R e g u l a t o r  

( I S M A R ) ： c o n s t r u c t i o n  o f  a n  i n t r a o r a l  a p p l i a n c e  t o  

f a c i l i t a t e  i n g e s t i v e  f u n c t i o n s ． D y s p h a g i a ． 2 0 0 1 ；

1 6 ： 2 9 6 - 3 0 7 ．  

３ ) 中 山  渕 利 ， 戸 原  玄 ， 寺 本  浩 平 ， 中 川  量 晴 ， 半

田  直 美 ， 植 田  耕 一 郎 ． 脳 血 管 障 害 に よ る 摂 食 ・ 嚥 下

障 害 患 者 に 対 し て 舌 接 触 補 助 床 を 用 い た 一 症 例 ． 老 年

歯 科 医 学 会  ． 2 0 0 9 ； 2 3 ： 4 0 4 - 4 1 1 ．  

４ ) O n o  T ， H a m a m u r a  M ， H o n d a  K ， a n d  N o k u b i  T ．

C o l l a b o r a t i o n  o f  a  d e n t i s t  a n d  s p e e c h - l a n g u a g e  

p a t h o l o g i s t  i n  t h e  r e h a b i l i t a t i o n  o f  a  s t r o k e  p a t i e n t  

w i t h  d y s a r t h r i a ： a  c a s e  s t u d y ． G e r o d o n t o l o g y ．

2 0 0 5 ； ２ ： 1 1 6 - 1 1 9 ．  

５ ） L i g h t  J ， E d l m a n  S B ， a n d  A l b a  A ． T h e  d e n t a l  

p r o s t h e s i s  u s e d  f o r  i n t r a o r a l  m u s c l e  t h e r a p y  i n  t h e  

r e h a b i l i t a t i o n  o f  t h e  s t r o k e  p a t i e n t ． N  Y  S t a t e  D e n t  J ．

2 0 0 1 ； 2 5 ： 2 2 - 2 7 ．  

６ ) 若 杉 葉 子 ， 戸 原  玄 ． A L S  に よ る 嚥 下 障 害 に 対 し ，

歯 科 補 綴 的 ア プ ロ ー チ が 即 効 し た １ 例 ‐ 口 腔 期 お よ び



31 

 

咽  頭 期 に 及 ぼ す 影 響 ‐ ． 耳 鼻 と 臨 床 ． 2 0 0 6 ： 5 2 ； ５ -

1 0 ．  

７ )  K i k u t a n i  T ， T a m u r a  F ， a n d  N i s h i w a k i  K ． C a s e  

p r e s e n t a t i o n ： d e n t a l  t r e a t m e n t  w i t h  P A P  f o r  A L S  

p a t i e n t ． I n t  J  O r o f a c i a l  M y o l o g y ． 2 0 0 6 ； 3 2 ： 3 2 - 3 5 ．  

８ )  小 島  千 枝 子 ． 脳 損 傷 に よ る 摂 食 ・ 嚥 下 障 害 と 構

音 障 害 へ の 補 綴 的 ア プ ロ ー チ ． リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科

学 ジ ャ ー ナ ル ． 2 0 0 6 ； １ ： 9 1 - 9 8 ．  

９ )  板 木  咲 子 ． 摂 食 ・ 嚥 下 訓 練 の 実 施 と 舌 接 触 補 助

床 の 装 着 に よ り 楽 し み レ ベ ル の 経 口 摂 取 に 繋 が っ た ア

ル ツ ハ イ マ ー 型 認 知 症 患 者 の 一 例 ． 日 本 歯 科 衛 生 学 会

雑 誌 ． 2 0 1 3  ； ８ ： 7 0 - 7 4 ．  

1 0 )  田 中  章 寛 ． 訪 問 診 療 に お け る 意 思 疎 通 困 難 な 認

知 症 患 者 に 対 す る 義 歯 補 綴 症 例 の 一 工 夫 ： 老 年 歯 科 医

学 ． 2 0 1 6 ； 3 0 ： 3 6 3 - 3 7 3 ．  

1 1 )  中 島  純 子 ． 唐 帆  健 浩 ， 安 藤  俊 史 ， 佐 藤  泰 則 ．

舌 部 分 切 除 症 例 に お け る 舌 接 触 補 助 床 装 着 に よ る 嚥 下

動 態 の 変 化  M a n o f l u o r o g r a p h y に よ る 解 析 の 試 み ． 日

摂 食 嚥 下 リ ハ 会 誌 ． 2 0 0 5 ； ９ ： 2 0 6 - 2 1 2 ．  

1 2 )  中 島  純 子 ,  唐 帆 健 浩 ,  佐 藤 泰 則 ． 舌 接 触 補 助 床

装 着 が 咽 頭 期 嚥 下 に 及 ぼ す 影 響  健 常 者 に お け る 検 討 ．

日 摂 食 嚥 下 リ ハ 会 誌 ． 2 0 1 0 ： 1 4 ； 2 4 4 - 2 5 0 ．  

1 3 )  M c C o n n e l  ， F ． M ， C e r e n k o  D ， a n d  M e n d e l s o h n  

M S ． M a n o f l u o r o g r a p h i c  a n a l y s i s  o f  s w a l l o w i n g ．

O t o l a r y n g o l  C l i n  N o r t h  A m ．  1 9 8 8 ： 2 1 ； 6 2 5 - 6 3 5 ．  



32 

 

1 4 )  柴 本 勇 ， 藤 島 一 郎 ， 大 熊 る り ， 小 島  千 枝 子 ,  北

條  京 子 ,  田 中  里 美 ： 嚥 下 障 害 者 の 嚥 下 圧 測 定 ． 総 合

リ ハ ． 1 9 9 8 ； 2 6 ： 9 6 5 － 9 7 1 ．   

1 5 )  松 原  慶 吾 ， 鮫 島  靖 浩 ， 熊 井  良 彦 ， 湯 本  英 二 ．

2 ． 6 4 m m 径 カ テ ー テ ル を 用 い た 高 解 像 度 マ ノ メ ト リ

に よ る 健 常 者 の 嚥 下 動 態 に 関 す る 研 究  嚥 下 圧 基 礎 デ

ー タ と 嚥 下 圧 曲 線 の 検 討 ． 嚥 下 医 学 ． 2 0 1 2 ； １ ： 3 6 4 -

3 7 3 ．  

1 6 )  原  稔 ， 高 崎  賢 治 ， 松 尾  薫 ， 梅 木  寛 ， 高 橋  晴

雄 ． 高 解 像 度 マ ノ メ ト リ ー を 用 い た 健 常 人 の 嚥 下 圧 動

態 の 評 価 ． 嚥 下 医 学 ； １ ： 1 5 9 - 1 6 8 ．  

1 7 ) 小 金 澤 大 亮 ， 太 田  恵 未 ， 安 田  順 一 ， 玄  景 華 ．

高 解 像 度 マ ノ メ ト リ ー に よ る 嚥 下 動 態 の 定 量 評 価 ． 岐

阜 歯 科 学 会 雑 誌 ． 2 0 1 6 ； 4 3 : 6 5 - 7 2 ．   

1 8 ) 藤 谷 順 子 ， 宇 山 理 沙 ， 大 越 ひ ろ ， 栢 下  淳 ， 小 坂

明 子 ， 高 橋 浩 二 ， 前 田 広 士 ， 藤 島 一 郎 ． 日 本 摂 食 嚥 下

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 会 嚥 下 調 整 食 分 類 2 0 1 3 ． 日 摂

食 嚥 下 リ ハ 会 誌 ． 2 0 1 3 ； 1 7 ： 2 5 5 - 2 6 7 ．  

1 9 )  M c C u l l o c h  T M ， H o f f m a n  M R ， a n d  C i u c c i  M R ．

H i g h - r e s o l u t i o n  m a n o m e t r y  o f  p h a r y n g e a l  s w a l l o w  

p r e s s u r e  e v e n t s  a s s o c i a t e d  w i t h  h e a d  t u r n  a n d  c h i n  

t u c k ． A n n  O t o l  R h i n o l  L a r y n g o l ． 2 0 1 0 ； 1 1 9 ： 3 6 9 - 3 7 6 ．  

2 0 ） R y u  J S ， P a r k  D H ，  a n d  K a n g  J Y ． A p p l i c a t i o n  

a n d  I n t e r p r e t a t i o n  o f  H i g h - r e s o l u t i o n  M a n o m e t r y  f o r  

P h a r y n g e a l  D y s p h a g i a ． J  N e u r o g a s t r o e n t e r o l  M o t i l ．



33 

 

2 0 1 5 ； 2 1 ： 2 8 3 - 2 8 7 ．   

2 1 )  R y u  J S ， P a r k  D ， O h  Y ， L e e  S T ， a n d  K a n g  J Y ．

E f f e c t s  o f  B o l u s  V o l u m e  a n d  T e x t u r e  o n  P h a r y n g e a l  

P r e s s u r e  E v e n t s  U s i n g  H i g h - r e s o l u t i o n  M a n o m e t r y  a n d  

I t s  C o m p a r i s o n  w i t h  V i d e o f l u o r o s c o p i c  S w a l l o w i n g  

S t u d y ． J o u r n a l  o f  n e u r o g a s t r o e n t e r o l o g y  a n d  m o t i l i t y ．

2 0 1 6 ； 2 2 ： 2 3 1 - 2 3 9 ．  

2 2 )  K i m  C K ， R y u  J S ， S o n g  S H ， K o o  J H ， L e e  K D ，

P a r k  H S ， O h  Y ， a n d  M i n  K ．  E f f e c t s  o f  H e a d  

R o t a t i o n  a n d  H e a d  T i l t  o n  P h a r y n g e a l  P r e s s u r e  E v e n t s  

U s i n g  H i g h  R e s o l u t i o n  M a n o m e t r y ． A n n  R e h a b i l  M e d ．

2 0 1 5 ； 3 9 ： 4 2 5 - 4 3 1 ．   

2 3 ) 舘 村  卓 ． 口 蓋 帆 ・ 咽 頭 閉 鎖 不 全  そ の 病 理 ・ 診

断 ・ 治 療 ． 東 京 ： 医 歯 薬 出 版 株 式 会 社 ； 2 0 1 2 ： ６                         

- 2 1 ．  

2 4 )  舘 村  卓 ． 食 物 物 性 お よ び 一 口 量 の 嚥 下 機 能 に 対

す る 影 響  口 蓋 帆 咽 頭 閉 鎖 機 能 に 焦 点 を 当 て て ． 日 本

味 と 匂 学 会 誌 ． 2 0 1 0 ； 1 7 ： 8 7 - 9 5 ．  

2 5 )  K a h r i l a s ， P  J ． L i n  S ,  L o g e m a n n  J A ,  E r g u n  G A ,  

a n d  F a c c h i n i  F ． D e g l u t i t i v e  t o n g u e  a c t i o n ： v o l u m e  

a c c o m m o d a t i o n  a n d  b o l u s  p r o p u l s i o n ．

G a s t r o e n t e r o l o g y ． 1 9 9 3 ； 1 0 4 ： 1 5 2 - 1 6 2 ．  

2 6 )  大 前  由 紀 雄 ． 舌 前 半 部 に お け る ア ン カ ー 機 能 の

嚥 下 機 能 に 及 ぼ す 影 響 ． 耳 鼻 と 臨 床 ． 1 9 9 8 ； 4 4 ： 3 0 1 -

3 0 4 ．  



34 

 

2 7 )  萬 屋  陽 ， 田 村  文 誉 ， 向 井  美 惠 ． 口 蓋 部 舌 圧 測

定 に よ る 舌 運 動 評 価  口 蓋 床 の 厚 み が 嚥 下 時 舌 運 動 に

与 え る 影 響 ． 日 摂 食 嚥 下 リ ハ 会 誌 ． 2 0 0 2 ； ６ ： 2 0 7 -

2 1 7 ．  

2 8 )  植 田  耕 一 郎 ， 野 村  修 一 ， 田 澤  貴 弘 ， 谷  光 徳 ，

五 十 嵐  敦 子 ， 山 村  千 絵 ，  山 田  好 秋 ． 摂 食 ・ 嚥 下 障

害 患 者 へ の 口 蓋 床 に 関 す る 研 究 ( 第 １ 報 )  厚 径 の 違 い

が 嚥 下 機 能 に 与 え る 影 響 に つ い て ． 新 潟 歯 学 会 雑 誌 ．

2 0 0 0 ； 3 0 ： 1 8 3 - 1 8 9 ．  

2 9 )  柴 野  荘 一 ， 山 脇  正 永 ， 中 根  綾 子 ， 植 松  宏 ． 舌

接 触 補 助 床 ( P A P ) は 口 腔 相 及 び 咽 頭 相 の 嚥 下 機 能 に 影

響 す る ( P a l a t a l  a u g m e n t a t i o n  p r o s t h e s i s ( P A P )  

I n f l u e n c e s  b o t h  t h e  p h a r y n g e a l  a n d  o r a l  p h a s e s  o f  

s w a l l o w i n g ． 嚥 下 医 学 ． 2 0 1 2 ； １ ： 2 0 4 - 2 1 1 ．   

3 0 ) 一 般 社 団 法 人 ・ 日 本 老 年 歯 科 医 学 会 ， 社 団 法 人 ・

日 本 補 綴 歯 科 医 学 会 ． 摂 食 ・ 嚥 下 障 害 ， 構 音 障 害 に 対

す る 舌 接 触 補 助 床 （ P A P ） の 診 療 ガ イ ド ラ イ ン ：

2 0 1 1 ； 1 7 ‐ 2 0 ．  

3 1 )  植 田  耕 一 郎 ， 向 井  美 恵 ， 森 田  学 ， 菊 谷  武 ， 渡

邊  裕 ， 戸 原  玄 ， 阿 部  仁 子 ， 中 山  渕 利 ， 佐 藤  光 保 ，

井 上  統 温 ， 飯 田  貴 俊 ， 和 田  聡 子 ． 摂 食 ・ 嚥 下 障 害

に 対 す る 舌 接 触 補 助 床 の 有 効 性 ． 日 摂 食 嚥 下 リ ハ 会 誌 ．

2 0 1 2 ； 1 6 ： 3 2 - 4 1 ．  


